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J-STAGE
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 Japan Science and Technology Information Aggregator, Electronic
（科学技術情報発信・流通総合システム）

 国内で刊行される科学技術（人文・社会科学分野も含む）

逐次刊行物の発信・流通促進及びオープンアクセス推進を

目的として運用するオンラインプラットフォーム

J-STAGEトップページの検索窓 https://www.jstage.jst.go.jp/browse/-char/ja



2012年 J-STAGE3
Journal@rchiveサイトとの統合、デザイン・
ユーザーインターフェースの刷新、データ
形式を国際標準であるXML方式へ移行、
購読・販売管理機能の強化などの改革を
実施

2015年11月 登載対象コンテンツ拡大・Web登載機能追加
2016年 ELSデータ移行を開始

評価版を開発（公開インターフェース改善）
2017年 J-STAGE全誌に新インターフェースを適用

J-STAGEの来歴
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1999年 J-STAGE

ジャーナルの電子化による情報の発信と流通の迅速化を

目的としたプラットフォームとしてサービスを開始

2003年 J-STAGE2
横断検索機能、My J-STAGE機能、早期公開、全文HTML公開などの機能を追加

2005年～
2011年

学協会誌について創刊号まで
遡って電子化し、169万論文を公開

国立情報学研究所
電子図書館事業
(NII-ELS)の終了
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登載対象コンテンツ

4

資料種別 資料例 アイコン

1.ジャーナル 原著論文を主たる記事としている雑誌

2.研究報告・
技術報告

企業が刊行する技報（研究報告、技術報告
等）や、大学紀要、研究所報告など

3.会議論文・
要旨集 会議論文集、要旨集、予稿集、概要集など

4.解説誌・
一般情報誌

一般向けの科学技術理解増進のための啓蒙的
記事を掲載したものや業界ニュース誌など

5.その他 調査資料・統計資料など
2015年11月追加



J-STAGEの運用体制
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
データの作成・公開・運用は発行機関（学会、大学、研究機関等）が実施、事業・システムの企画及び運営はJSTが実施（データ登載ツールを無償提供）



発行機関のJ-STAGE利用要件
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（１）発行機関が日本の団体であること、又は、科学技術刊行物の発行
拠点、編集拠点、連絡拠点その他の発行に係る主要な拠点が
日本に存在すること

（２）継続的に科学技術刊行物を発行し、これを電子化してJ-STAGEに
登載する体制及びJ-STAGEのシステムを利用する動作環境が
整っていること

（３）科学技術刊行物の発行の主たる目的の一つが営利目的ではないこと

（４）オープンアクセスの実現に積極的に取り組めること

※出典：科学技術情報発信・流通総合システム利用規約第3条2
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J-STAGE トップ画面https://www.jstage.jst.go.jp/browse/char/-ja

• 記事検索窓
• 現在の登載誌数・記事数
• 最新情報（J-STAGEからのお知らせ）
• 注目トピックス
• 新着資料
• 新着号
• 月間アクセス数ランキング（全資料中）

等を表示
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資料トップ画面

• 資料カバー画像
• データベース（Scopus, PubMed, DOAJ）

収録状況
• データリポジトリアイコン
• 最新号の主な記事
• 月間アクセス数ランキング
• Journal Impact Factor 等を表示

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
データリポジトリアイコン…クリックするとこの資料の使用しているデータリポジトリについての情報を確認できる



投稿審査システム
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原稿の投稿や査読依頼等、編集の進捗状況を管理できるツール

Similarity Check

過去に出版された論文/Webコンテンツ等とテキストマッチングを
かけて類似度を算出する剽窃検知ツール

その他オプションサービス(有料)



ジャーナルコンサルティング
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ＪＳＴ

コンサルティング
会社

対象誌
（学協会）

応募

報告

採択

契約

対象誌の情報、要望

コンサルティング

ファシリテーション

（経営戦略、ブランディングに関する助言 等）

J-STAGE登載誌の質向上を目指す利用機関に対して、個別事情を

踏まえたコンサルティングを行い、ジャーナルの質向上のための
課題解決に向けた協力を行う。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2)目的や状況に応じたジャーナルの強化　の　・目的や状況に特化した機能あるいはサービスの提供　に対応2017年度から開始JSTがコンサルティングを希望する学協会の募集をかけまして、採択をいたします。実際にコンサルティングを行うのは、学術出版を専門とするコンサルティング会社でして、JSTとその会社が契約を結び、その中でコンサルティングが進んでいきます。学協会はコンサルタントと直接やり取りを行いながら、ジャーナルの質向上に関するアドバイスを受け、改善活動を実施していきます。JSTはその状況を適宜ウォッチしながら、ファシリテーションを行う立場となっております。
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• 外部サービスからの検索・アクセスを可能にすることで閲覧機会が向上

• 既存の連携サービスとの連携内容の強化及び拡大、新規サービスとの連携確立
を目指す

• 政策検討・学術研究目的での登載データ個別提供もしている
例：e-CSTI（内閣府エビデンスシステム）、筑波大学（学術誌の評価指標の開発）

外部サービスとの連携

全分野に対応した文献DB/ディスカバリーサービス

分野別DB/ディスカバリーサービス

特定の国のユーザー向けDB/ディスカバリーサービス

DB以外のサービス

• CAS Full Text Options
• Dimensions
• WorldCat
• Wellspring
• EBSCO Discovery Service

• PrimoCentral
• Scopus
• Summon

• JDreamIII
• J-GLOBAL
• 国立国会図書館サーチ
• 東日本大震災アーカイブ
• CiNii
• CNKI

• NSTL OA Project
• Airiti Library
• ScienceON
• NAVER Academic
• J-Gate

• PubMed
• 医中誌Web
• WPRIM
• PubCaseFinder
• 生命科学データベース横

断検索

• Meta
• Inspec
• NASA Astrophysics Data 

System
• TRID

• JaLC
• Google Search
• Google Scholar
• Portico
• Crossref

• Crossref Similarity Check
• OXSICO
• SFX Link Resolver
• WangFang Data

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1)我が国の電子ジャーナルの基本的機能の開発及び維持　に対応筑波大学（著者所属の多様性に着目した学術誌の評価指標の算出方法開発と検証）https://kaken.nii.ac.jp/ja/grant/KAKENHI-PROJECT-19K12695/



ファクトデータ ①登載資料関連
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※2022年3月末時点

※分野未設定の100誌を除く
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ダウンロード数の推移

国・地域別ダウンロード数
(2021/4-2022/3)

■日本 272.7 百万件
■米国 82.1 百万件
■中国 14.8 百万件
■ドイツ 9.4 百万件
■フランス 3.9 百万件
■インド 2.5 百万件
■英国 2.0 百万件
■その他 21.5 百万件
--------
合計 408.9 百万件

※2022年3月末時点

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
PDF画面のダウンロード数 + 全文HTML画面のアクセス数



記事資料
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資料 記事

全3,524誌 全5,372,753記事

ファクトデータ ③フリー/認証の状況

すべて認証無し
3,041誌（86.3 %）

一部認証有り
446誌（12.7 %）

すべて認証有り
37誌（1.0 %）

認証無し
5,111,425記事（95.1 %）

認証有り
261,328記事（4.9 %）

※2022年3月末時点
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J-STAGE Data

 J-STAGEの登載論文に関連するデータを登載・公開するデータリポジトリ

 2020年3月リリース

 トップ画面 https://jstagedata.jst.go.jp/

J-STAGE Dataへのリン
クをクリック

J-STAGEに論文付随データの情報を表示
できます

J-STAGE Dataへジャンプして
論文付随データを閲覧

J-STAGE上の論文へのリ
ンクをクリック

関連
付け

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続いて、J－STAGE Dataの概況についてご説明します。J-STAGE Dataは、J-STAGEの登載論文に関連するデータを登載・公開するデータリポジトリです。2020年3月にリリース、2021年3月に本格運用が開始されました。トップ画面はこちら、図に示すように、J-STAGEの論文データと関連付けがあり、相互リンクがされています。J-STAGEからも付随データがある場合は、リンクをクリックし飛ぶことができ、J-STAGE Dataも同様にクリックするとJ-STAGE論文を閲覧できます。



• データ登載誌：18誌

• 参加申込誌：51誌

• 登載データ数：315件

• 累計ダウンロード数：19,947件

（2022年3月末日現在）
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J-STAGE Data概況

過去1年間の閲覧数およびダウンロード数

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2021年3月より本格開始したJ-STAGEDataは、現在データ登載誌16件、参加申し込み数は50誌となり、開始から1年で当初予定を大幅に超える申し込みがございました。月別の利用誌数も増加傾向にあり、ダウンロード数も堅調に推移しています。様々な分野のジャーナルにおいて、研究データの公開への関心が寄せられていることと存じます。申込より1か月半～2か月ほどでご利用可能ですので、利用を検討されている機関におきましては改めてお申込みをご検討頂ければ幸いです。
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Acta Arachnologica
Annals of Business Administrative Science
Annals of Clinical Epidemiology
Anthropological Science
Biophysics and Physicobiology
Electrochemistry
Journal of Clinical Biochemistry and Nutrition
KONA Powder and Particle Journal
Mass Spectrometry
SOLA
AI・データサイエンス論文集
季刊地理学
気象集誌. 第2輯
情報の科学と技術
第四紀研究
地質学雑誌
デジタルアーカイブ学会誌
日本森林学会誌
日本リモートセンシング学会誌
林業経済

J-STAGE Data登載誌



研究評価のためのJ-STAGEデータ抽出の試み
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抽出条件
• 人文社会系の資料に限定する。

【分野の判定方法】
発行機関が、当該資料に付与した分野を使用する。
ただし、論文投稿者や閲覧者に向けた情報であるため、当該資料が対象とする
全ての分野の付与が可能である。

• 論文種別は問わない（論文以外のものも含まれる）

学会名鑑
収録誌

J-STAGE
収録誌

1367誌 1383誌

594誌

【参考】
日本学術会議 学会名鑑において
人文・社会科学に分類される学会：1,070学会
うち、J-STAGE利用学会：512学会
上記学会が発行する資料：594誌



人文学・社会科学分野のジャーナル
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J-STAGE登載誌中のJ-STAGEの分野による人文学・社会科学資料数
（重複あり。総数1383。うちどの自然科学分野にも該当しないものは942誌）

J-STAGE収録誌の設定分野には難点もある
・分野は発行機関が登録するが、登録のない資料が100誌程度ある。
・分野複数登録が可能である。自然科学分野が主でも、
人社分野の投稿も対象として登録するケースも多い。
しかし、実際にはほとんど人社の記事がない。

経
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地
理
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言
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術
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法
学
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政
治
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自然科学分野にも該当するものも含む 551 645 782 501 314 465 347 総数1383誌
自然科学分野にも該当するものを除外 245 242 369 188 139 250 160 総数942誌



収録情報
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情報は発行機関が入力・公開

 必須項目
・タイトル
・巻・号・開始ページ(または論文番号)
・発行年、 等

 非必須項目
・著者名（目次等省略可、通常は存在）
・所属機関（著者があれは通常存在）
・抄録 ・引用文献
・著者キーワード ・言語
・ファンド情報 ・DOI、 等

記事画面



引用情報
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• 2019-2021年出版記事約4万件において、
引用文献数は、約30万件

（うち、約3万3千件程度が書籍。
講演要旨集など記事数は多いが引用がないものもあり）
• 引用文献リンクがついた数は約8万6千件。

DOI等が同定できている場合
はリンクが付く

引用文献のDOIは、発行機関が手入力
するか、J-STAGEが連携しているJaLCの
書誌分析機能により自動判定されるかの
いずれかによって登録される。Crossrefや
JaLCに登載されていない文献はマッチしない。

 DOI(Digital Object Identifier)
インターネット上で、コンテンツに付与する国際的
な識別子。リンク切れのない永続的なアクセスを保
証するしくみ。



DOIを利用した引用被引用 登録・取得のしくみ
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引用文献

該当の文献があるか
JaLCに問い合わせ

Crossrefにも必要に
応じて検索

元文献

検索で見つかればこのように
リンクが表示できる

引用・被引用の関係も
登録できる

国際商業出版社をはじめ
世界中で数多くの利用日本のジャーナルや機関

リポジトリ等で利用



被引用情報
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JaLC（Crossref）の機能により、他の記事
から引用された場合は、記事ごとに、引用元の
表示が随時追加される。

• JaLCやCrossrefのDB内の登録
情報とマッチすることが条件。

• JaLCは国内ジャーナル中心、
Crossrefは国際的なジャーナル
情報を網羅しているため、両者を
合わせれば記事のカバー率は高い
が、引用情報の入力率が不明、
また論文以外の書籍等の情報は
少ないと考えられる。



被引用情報（例）
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2019-2021年の各資料の被引用数の推移（抽出データの一部。全体で約3300件）
資料コード 資料名 2019 2020 2021 合計被引用数
aaej 美術教育学：美術科教育学会誌 1 0 1
aba 経営実務研究 0 0 0
abas Annals of Business Administrative Science 94 80 39 213
abhidharmastudies 対法雑誌 0 0 0
abjaba 經營學論集 0 0
academiakiyou 神奈川県立国際言語文化アカデミア紀要 0 0 0
acs 消費者行動研究 0 0 0 0
adsj 障害科学研究 8 3 0 11
adsonline アダプテッド体育・スポーツ学研究 0 0 0 0
africaeducation アフリカ教育研究 0 0 0 0
africareport アフリカレポート 3 2 0 5
agishiten 東アジアへの視点 2 0 0 2
aichikenshikenkyu 愛知県史研究 0 0 0

aiujltp
国際教養大学専門職大学院グローバル・コミュニケーション実践研究科日本語
教育実践領域実習報告論文集

0 0 0 0

ajames 日本中東学会年報 0 0 0
ajiakeizai アジア経済 2 0 0 2
ajiakyouiku アジア教育 2 0 0 2
ajiaminzokukenkyu アジア民族文化研究 0 0



論文数と言語別内訳
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分野ごとの2019-2021年発行論文数の言語内訳（重複あり）
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著者所属機関
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2019-2021年発行論文の著者所属機関（抽出データの一部）

データとしては抽出が可能であるが、入力形式が標準化されていないため、分析の難易度は
高いと考えられる。



データ利用にかかる規約
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発行機関向け
科学技術情報発信・流通総合システム利用規約

https://www.jstage.jst.go.jp/static/pages/TermsAndPolicies/ForPublishers/-char/ja



まとめ
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 J-STAGEは、人文学・社会科学分野について、約1千と多数の資料を
登載している。
資料の発行機関が作成する一次情報であることから、信頼性も高いといえる。
ただし、ジャーナル出版プラットフォームとして作られていることから、必ずしも
事後の分析に適した形式とはなっていない。

 実際の利用に当たっては、利用規約との整合性や方式の検討が必要。

 データ品質は発行機関によるデータ入力内容による。評価に向けた活用が
なされる場合は、対象項目の入力の重要性について、コミュニティでの
認識共有が望まれる。

 被引用については、DOIの同定性能の向上が必要であるが、技術的な
難易度が高いこと、および機関による正確なデータ入力の両方への対応が
必要であり、当面は他のデータベース等との併用が現実的。
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